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ドイツ語において権威ある文法書である Duden も、2005 年に刊行した第 7 版の中で動詞
bekommen「もらう」の助動詞的機能を認めている。本稿は、この助動詞としての bekommen
の機能を概観した後、大薗(2002)を参考に動詞との共起についてコーパスを通して調査する。
その結果を基に、bekommen と同機能の助動詞的性格を持つとされる動詞 erhalten, 





1. ドイツ語の受動表現と bekommen受動 
本稿の主たる研究対象である bekommen 受動とは、次のような構文のことを指す。 
 
(1) 能動文:   Ich         sagte            der Besatzung        die Wahrheit. 
私: 主     言う: 1.SG.PAST   その乗組員: 与     真実: 対 
 
 
受動文:   Die Besatzung    bekam         (von mir)  die Wahrheit  gesagt . 
             その乗組員: 主    bekommen: 3.SG.PAST.         真実: 対     言う: PⅡ  





   bekommen 受動はもっぱら対格目的語と与格文成分を含む他動詞構文から作られる。与格文成分とは
与格に典型的な意味役割(受容者、受益者、所有者)を担うものである。与格文成分は受動態において主
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コーパス中に確認できた bekommen受動文は合計で 64例であった。動詞 bekommen, erhalten, kriegen
の総ヒット数 1356例に対する割合は 4.7%となっている。具体的な、内訳は以下のようである。 
 
動詞              総数           内受動文 
bekommen          662            53(8.0%) 
erhalten            630             9(1.4%)  
kriegen              64             2(3.1%) 
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2.2. 前置詞句を伴う bekommen受動について 


















(2) Der  kleine Myles   bekam [...]         ein Gewehr  in die Hand  gedrückt  [...] 
   その幼い Myles: 主   bekommen: 3.SG.PAST.  銃: 対       手に        押す: PⅡ 












[1] 3つの動詞はそれぞれどのような本動詞と共起するのか: 5.3節 
[2] 明らかに授与動詞以外の動詞は必ず前置詞句と共起するのか: 5.4節 
[3] 主語は基本的に人間か: 5.5節 
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検索方法としては、「bekommen / kriegen / erhalten＋任意の過去分詞」という検索方法が現
段階では不可能なため、bekommen / kriegen / erhaltenの用例を一つ一つ見ていくことになる。
具体的には、「&bekommen/ kriegen/ erhalten」で検索することで活用を全て網羅し、そこか
ら抽出された文を一つ一つ見ていくことにする。多くの用例を集めたいため、大薗(2008)







タの新しさを考慮し、年代ごとの検索結果の 2007 年と 2008 年からそれぞれ 5,000 件ずつ、









   動詞          総数             内受動文 
   bekommen     10,000            984 (9.84%) 
   kriegen        10,000            249 (2.49%) 
   erhalten        10,000            113 (1.13%) 
   合計          30,000            1346 (4.48%) 
 
本節では、データとしての「動詞＋過去分詞」の出現率に注目したい。大薗(2002)の収集
したデータはそれぞれ約 600 と少数ではあったが、bekommen が 8.0%、 kriegen が 3.1%、
erhalten が 1.4%という結果で、合計しても大薗(2002)が 4.7%に対し、本調査では 4.5%とな
り、分母を増やしてもほぼ同様の結果になった。しかし、bekommen, kriegen, erhalten は既に
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 次節からは、収集したデータを参照しながら、様々な角度から bekommen, kriegen, erhalten
の助動詞的用法についてみていく。 
 









überreichen (123)「贈呈する」、schenken (109)「贈る」、verleihen (42)「授与する」、bieten 
(41)「提供する」、zusprechen (32)「言葉をかける」、stellen (29)「置く」、servieren (27)「提
供する」、verpassen (21)「与える」、liefern (18)「配る」、erstatten (17)「支払う」 
 
5.3.2. kriegenと共起した本動詞 
次に kriegenと共起した 115 (ヒット件数は 249)の本動詞を見ていく。 
 kriegenと際立って多く共起した動詞は、schenken (15%)、backen (6.3%)、regeln (5.9%)で
あった。一方で、興味深いことに bekommen において圧倒的に上位だった überreichen (123)、 
verleihen (42)は上位に現れないどころかほぼ確認されなかった。対照的に、backenや knallen
のように bekommenではほぼ確認されなかった動詞が多く確認された。backenに関しては、
コーパスのデータに偏りがあったのではないかとも考えた、2007 年で 7件、2008年で 9件
とバランスよく出現したため、コーパスの内容によるものではないことがわかる。しかし、
この backen はよく見ると、動詞「焼く」という意味ではなく、gebacken kriegen「(物事を)
うまく片付ける」という慣用表現であることがわかる。以下に kriegenと共起した本動詞の
上位 10件を挙げる。 
schenken(38)「贈る」、backen (16)「焼く」、regeln (15)「規制する」、bezahlen (8)「支払う」、
sagen (7)「言う」、verpassen (7)「(嫌なものを)与える」、servieren (5)「提供する」、stellen 
(5)「置く」、verkaufen (5)「売る」、bieten (4)「提供する」 
 
schenkenと kriegen の組み合わせもそれ自体の結びつきが強い慣用的な表現であるため、
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文法化という観点においては、kriegen は bekommen より大分遅れているようである。それ







 最後に、erhalten と共起した本動詞を見ていく。erhalten においては、kriegen とは対照的
に、bekommenにおいて上位だった überreichen, verleihen, zusprechen, schenkenが上位を占め
た。schenkenを除くこれらの動詞は、日本語で「授与する」と訳されるようにやや堅い表現




überreichen (23)「贈呈する」、verleihen (17)「授与する」、zusprechen (9)「認める」、schenken 
(6)「贈る」、zulosen (4)「割り当てる」、ausbezahlen (3)「支払う」、aussprechen (3)「発音
する」、auszahlen (3)「支払う」、ersetzen (3)「取り替える」、servieren (3)「提供する」 
 














本動詞    身体部位に関わる前置詞句    場所を表す前置詞句   その他   なし  計 
legen                             2                     4        4      3  13  
drücken                          9                     1        0      0  10 
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(3) Wer wollte,  bekam            noch ein zweites Paar Wienerli  auf den Teller gelegt. 
   望むもの: 主 bekommen: 3.SG.PAST. もう一組のソーセージ: 対      皿に         置く: PⅡ 
  「望むものはもう一組のソーセージを皿に置いてもらった」 






















                                                        
1
 ヒット数ではなく、抽出した「人」以外の主語の種類の数である。 
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6. 結論・まとめ 



















主「主格」 対「対格」 与「与格」 
1「1人称」 3「3人称」 
NEG「否定語」 SG「単数」 PⅡ(PartizipⅡ) 「過去分詞」 
PAST「過去」 PL「複数」 PRES「現在」 
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